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2011 年 9 月 9 日～ 11 日（9 日は内覧会）に開催され

た「地質情報展 2011 みと」において，体験コーナーの一

つとして「自分だけの化石レプリカを作ろう！！」のブー

スを出展しました．地質情報展で毎回出展している化石レ

プリカ作りのブースも今年で 15 回目となり，人気のブー

スの一つになっています．

2008 年の秋田県秋田市での地質情報展以来， 3 日間の

会期で初日はアンモナイト，2 日目はアンモナイトとビカ

リア（巻貝），3 日目はこれに三葉虫を加えて 3 種類の化

石レプリカ作りといった具合に 1 日ごとに作製できるレ

プリカの種類を 1 種類ずつ増やしていくようにしてきま

した．これは連日来られる方には日ごとに違った化石レプ

リカを作製する楽しみがあってよかったのですが，初日，

2 日目しか来られない方にとっては全種類を作製できない

という不満もあったようです．そこで今回は，内覧会（9 日）

を除いた 10 日，11 日ともに 3 種類の化石レプリカを作

製できるようにしました．そうすると連日 3 種類の全部

を作製する子供たちがリピーターとして来場してくれると

いううれしい結果を招きましたが，一方で日替わりの楽し

みがないことに残念がる子もいました．

地質情報展 2011 みと　体験コーナー
—自分だけの化石レプリカを作ろう！！—
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レプリカ用に準備した化石は，古生代の三葉虫 Trevero-

pyge prorotundifrons (Richter et Richter) （地質標本館登

録番号 GSJ F16792），中生代のアンモナイト Mesopuzo-

sia pacifica Matsumoto（同 GSJ F08546），そして新生代

の巻貝のビカリヤ Vicarya yokoyamai Takeyama（同 GSJ 

F16924）と，いずれも地質時代を代表するものです．通常，

情報展においては，開催地を代表する地層年代の化石を準

備する事になっておりますが，今回の地質情報展の開催さ

れた茨城県には，古生代，中生代，新生代のいずれの地層

も存在します．その為，福島県いわき地方に産する化石等

も並べるなどして，それらの地層と関連付けて幅広い年代

の化石の説明をしていくように心がけました．

このコーナーでのレプリカの作製法について簡単に書く

と，次のようになります．

(1) 受付でレプリカを作りたい化石の種類を選んだ後，

席に着いてビニルシリコンでできた化石の型を受け

取る．このときに作製する化石について解説しても

らう（写真 1）．

(2) 石膏と水をカップに入れて念入りに溶く（写真 2）．

(3) 水に溶いてよく練った石膏を化石の型に半分ほど入

写真1　レプリカを作る前にまずは化石の解説を聞きましょう． 写真2　レプリカ作製風景．石膏と水をしっかりとかき混ぜます．�
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れる（写真 3）．

(4) 型を下から振動させて，型の表面や石膏中に含まれ

る空気を追い出す（写真 4）．この作業を十分にやら

ないと出来上がりのレプリカの表面に小さな穴が空

いてしまうので特に重要な作業となる．

(5) 残りの石膏を型に入れて終了．あとは 20 ～ 30 分固

まるのを待って，型から石膏を取り出す．固まった

レプリカに水彩絵の具を使って色づけすることもで

きる．

作業自体は 10 分程度で終わりますので，作製したレプ

リカが固まるまでの時間 30 分ほどはほかの展示や体験

コーナーを見て楽しんでもらいます．この間にスタッフが

型から取り出す作業まで行います．そして取り出した石膏

のレプリカをラベルや写真とともにビニール袋に入れて手

渡します．この際，一晩して石膏が乾燥したあとで同封し

ている写真を見ながら本物らしくレプリカに着色するよう

にアドバイスします．

9 日の内覧会では参加した堀原小学校 6 年生 84 名全員

にアンモナイトを作製してもらいました．また 10 日，11

日の個人対応における化石レプリカの作製個数は，アンモ

ナイトが 104 個，三葉虫が 101 個，ビカリアが 86 個と

なり，アンモナイトが一番人気でした．内覧会を含めた 3

日間の合計は 375 個で，参加延べ人数は 263 名でした．

前述のように，内覧会で訪れた堀原小学校の児童たちが，

翌日，翌々日にもリピータとして訪れてくれて，3 種類の

化石のレプリカを作製した子も何名かいました．中には毎

日通い，全部で 14 個ものレプリカを作製した子もいまし

た．化石レプリカ体験ブースでの受付名簿を見ると，水戸

市内や近隣市町村の小学校の名前が数多くあり，事前に学

校に配布したチラシやポスターによる宣伝効果があったも

のと思われます．

今回のレプリカ作製には，茨城大学の学生 9 名にお手

伝いしていただきました．地質・古生物を学んでいる学生

たちばかりではなかったのですが，教育学部や理系の学生

たちだったので興味を持って化石やレプリカの作製の指導

に取り組んでもらえたと思います．この場を借りてお礼申

し上げます．

写真3　水に溶かした石膏をレプリカの型に流し込みます． 写真4　型を振動させて空気を石膏中から追い出します．
　　　��この作業は非常に重要です．
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